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I は じ め に
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本報告では 東京大学樹芸研究所青野研究林内の一つの斜面において， 尾根から谷にかけての

土壌の層位を面的に把握する目的で行った簡易貫入試験と土壌断面観察の結果を示す。 得られた

結果にもとづき， 岩盤までの土壌の深さや， 樹木の生育に適した土壌の厚さの空間分布を示す。

簡易貰入試験は ， 非破壊で土壌の硬さの深さ方向の垂直分布を知るのに便利な方法であり ， 多

くの場面で土壌の記載に用いられてきた。 例えば ， 簡易貫入試験は樹木の生育に適した土壌層の

硬さや深さを評価したり（四手井ら ， 1982;福永ら ， 2003;益守 ， 2001)． 飽和地下水帯の発生

深度を推定するにあたり有効である(Shanley et al., 2003) ことが明らかにされている。 また ，

簡易貰入試験の結果得られる貫入抵抗値からは， 風化土壌層厚や軟弱層の厚さ， 深度が得られる

ことや ， 抵抗値が様々な土壌の物性値（密度 ， 間隙率 ， 飽和透水係数 ， 粘着力 ， 内部摩擦角）と

関係があることが明らかにされていることから（逢坂ら ， 1992;吉永・大貫 ， 1995)， 斜面災害

に関わる調査や研究にも多く用いられてきた（例えば ， 小山ら， 2005;小山内ら、 2005)。 以上

のことから， 簡易貫入試験の結果や ， そこから得られる土壌層位に関する情報は ， 森林生態学や

森林水文学 ， 砂防学などの研究における基礎的なデー タとして価値があると考えている。

調査にあたっては丹下健教授 ， 樹芸研究所職員各位の御協力をいただいた。 また， 本調査は平

成17年度科学研究費補助金若手研究Bの助成を受けて行った。 記して謝意を表します。

＊東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林
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II 調査地の概要

調査は樹芸研究所青野研究林内に設定されている長期生態系プロット（北緯34° 41' ． 東経138

0 50'）内の一斜面で行った（同一l)。 斜面は南東向きの極急斜面（約31゜ ）で． 標高は110~170

mである（図 ー 2)。 斜面から約500 m離れた青野観測所の1964年から1993年までの30年間の年

平均気温は15.0℃ ， 年降水量は2.270 mmであり ． 暖かさの指数は120で暖温帯に区分される。 地

質は， 新第三紀中新統の白浜層群に貫入した ， 石英安山岩と閃緑ひん岩 ． 石英閃緑ひん岩 ， 細粒

石英閃緑岩からなる（地質調査所 ， 1970)。 植生は1955年に炭焼き林として伐採された後に成立

したスダジイの優占する照葉樹林からなる。

皿 方 法

図 ー 2に示したA~Xの24地点で2005年8月から11月にかけて小型貫入試験機（以下 ， 貫入

試験機）を用いて土壌硬度の測定を行った。 また ， 24地点とは別に， 斜面上部と下部の2地点（そ

れぞれ図 ー 2のTrench-UとTrench-L) で土壌硬度の測定を行なった後に土壌断面を掘り ， 観

察した。

今回用いた小型貫入試験機は， 先端に円錐（頂角25゜ 

， 底面積3cmりが附属した金属棒に， 落錐

（重さ1.17 kg)が附属しているもので落錐を20cmの高さから自由落下させて円錐を土壌
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団ー1 青野研究林内における調査地の位置




























